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1 はじめに                    

１―１ 計画策定の背景と目的 
世界的な気候変動の深刻化に伴い、地球温暖化対策への関心が高まっており、2050年までに温

室効果ガスの排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すう

えでも、地球温暖化対策は喫緊の課題である。家庭から排出される二酸化炭素の約３割が自動車

から排出されていることから、短中距離の自家用車利用を、公共交通機関の利用との組み合わせ

を含めた自転車の利用へ転換することが必要となっている。 

また、東日本大震災その他の近年の大規模災害において、ガソリン不足や交通渋滞が課題とな

る中で、自転車が有効な移動手段として活用されている。大規模災害時における地域の安全・安

心を向上させるには、自転車が有する機動性を活かすため、多様な人が安全・快適に利用するこ

とのできる自転車の普及促進が必要となっている。 

一方、高齢化とともに要介護者数等も年々増加しており、メタボリックシンドロームやロコモ

ティブシンドロームの予防等による健康寿命の延伸が大きな課題となる中、自転車は適正な運動

強度を維持しやすく、脂肪燃焼等への効果や生活習慣病の予防が期待されている。その実現に向

けては、手軽に運動できる自転車を活かし、身近にスポーツの楽しさや喜びを日常的に味わうこ

とができる環境づくりを進めることが求められる。加えて、これらの環境整備をサイクルツーリ

ズム等に導き、地域経済にもたらす効果を高めながら持続可能で安全・安心な自転車活用のまち

づくりを進めていく必要がある。 

国では、自転車の活用による環境負荷の低減、災害時における交通機能の維持、国民の健康増

進等を図ることなど新たな課題に対応するため、交通の安全の確保を図りつつ、自転車の利用を

増進し、交通における自動車への依存の程度を低減することによって、公共の利益の増進に資す

ること等を基本理念とする「自転車活用推進法（平成28年法律第113号。以下「法」という。）」

が平成29（2017）年５月に施行された。 

この基本理念に加え、自転車の活用の推進に関する総合的かつ計画的な推進を図るため、法第

９条に基づき、我が国の自転車の活用の推進に関して基本となる「自転車活用推進計画」が平成

30（2018）年６月に閣議決定された。 

新潟県では、令和３（2021）年３月に「新潟県自転車活用推進計画」が策定され、県全体とし

て自転車活用を推進する方針が示された。 

本市では、平成21（2009）年トキめきにいがた国体でのロードレースを皮切りに、平成24

（2012）年のインターハイロードレース、平成26（2014）年からスタートした「南魚沼サイクル

フェスタ」等の自転車に関する取組が継続的に行われている。 

また、令和元年（2019）年10月には、自転車を活用したまちづくりの推進を目的とする官民連

携組織「ＲＩＤＥ ＯＮ 南魚沼プロジェクト実行委員会」が設立された。 

本計画は、これらの国、県、市内の動向を踏まえ、自転車交通を意識した人と環境にやさしい

まちづくりの推進、自転車を利用したスポーツの推進や健康寿命の延伸、地域の魅力を体感でき

るサイクルツーリズムの促進、自転車に関する安全・安心の確保等、自転車の活用を総合的かつ

計画的に推進することを目的として定めるものである。 
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１－２ 計画区域と計画期間 
（１）計画区域 

本計画の計画区域は、南魚沼市全域とする。 

（２）計画期間 

市の目指すべき将来像を定めた上位計画である「第２次南魚沼市総合計画」の計画期間を踏

まえ、本計画の計画期間を令和３（2021）年度～令和７（2025）年度の５年間とする。 

 

１－３ 計画の策定体制 
本市では、令和元（2019）年10⽉に企業、スポーツ団体、観光団体及び行政等により構成され

る「ＲＩＤＥ ＯＮ 南魚沼プロジェクト実行委員会（以下、「実行委員会」という。）」を設⽴

し、官民連携による自転車を活用したまちづくりの推進に取り組んでいる。 

本計画は、南魚沼市生涯スポーツ課が計画案を作成し、実行委員会での議論や提案、先進地の

事例等を踏まえ策定した。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画の策定体制】 

ＲＩＤＥ ＯＮ 南魚沼プロジェクト実行委員会 

南魚沼市生涯スポーツ課 

計画案提示 意見・提案 

【実行委員会の様子】 
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１－４ 計画の策定過程 
 

年 月 日 項  目 内  容 

令和元年 

（2019） 

10月 11日 実行委員会総会 
これまでの取組について 

今後の進め方について 

11月 19・20日 先進地視察 先進地の取組調査 

12月 17日 実行委員会総会兼部会 

現状と課題について 

取組提案について 

部会選定について 

令和２年 

（2020） 

３月５日 実行委員会部会 目標設定について 

６月 30日 
実行委員会総会 

有識者講演会 

取組提案について 

企業の取組について 

７月 28日 実行委員会部会 
取組提案について 

取組主体について 

10月１日 実行委員会総会兼部会 

目標・指標について 

具体的な取組について 

実施スケジュールについて 

10月 25日 
有識者による 

サイクリングルート視察 
モデルルートの選定調査 

10月 26日 
有識者による 

講演会の開催 

全国の取組について 

地域に特化した取組について 

ルート選定にいて 

令和３年 

（2021） 

３月 実行委員会総会兼部会 計画内容について 

４月 実行委員会部会 計画及び概要版について 

実行委員会：ＲＩＤＥ ＯＮ 南魚沼プロジェクト実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

【計画の策定過程】 
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１－５ 計画の位置づけ 
本計画は、「第２次南魚沼市総合計画」との整合を図りつつ、長期的な展望のもとに、自転車活

用推進の目的を達成するために具体的な目標、施策を位置づけるものである。 

また、施策の推進においては、本市の将来像である「自然・人・産業の和で築く安心のまち」

を実現するため、南魚沼市まち・ひと・しごと創生総合戦略を包含して策定された「第２次南魚

沼市総合計画後期基本計画」（計画期間：令和３年度から令和７年度）の各施策との連携による相

乗的な効果の向上を目指し、包括的な視野に基づき実施する。 

なお、本計画は、法第11条第１項に基づく、市町村自転車活用推進計画として定めるものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 国 】 

・自転車活用推進法 

・自転車活用推進計画 

・安全で快適な自転車利用環

境創出ガイドライン 

【 新潟県 】 

・新潟県自転車活用推進計画 

【 南魚沼市 】 

・第２次南魚沼市総合計画後期基本計画 

（南魚沼市まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

・その他関連する計画 

南魚沼市自転車活用推進計画 

（自転車ネットワーク計画） 

【上位関連計画】 
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１－６ 上位・関連計画等におけるまちづくりの方向性 

本市が目指す将来像（第 2次南魚沼市総合計画の概要） 

 

項 目 内 容 

計画期間 2016年度～2025年度 

将来像 自然・人・産業の和で築く 安心のまち 

将来像実現のた

めの基本理念 

(1) 郷土を愛し、一人ひとりがつくるまち 

(2) 人の和で支えあう安心のまち 

(3) 力強い産業が育ち、働く魅力がたくさんあるまち 

(4) 新しい課題に柔軟に対応する行政組織をもつまち 

まちづくりの 

目標 

【保健・医療・福祉】 地域ぐるみでつくる健康・福祉・子育てのまち 

【教育・文化】学ぶ喜び・文化をはぐくむ喜びのあるまち 

【環境共生】豊かな自然を守り、そして共に生き、１００年後に引き継いで

いくまち 

【都市基盤】住みたい、住み続けたいまち 

【産業振興】豊かな自然を活かし、自然や人にやさしく力強い産業のまち 

【行財政改革・市民参画】世界にひらく市民が誇りをもてるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【第２次南魚沼市総合計画の概要】 
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１－７ ＳＤＧｓに対する考え方 
平成27（2015）年９月の国連サミットにおいて、国際社会全体の普遍的な目標である2030年ま

での持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Ｓustainable Ｄevelopment Ｇoals エスディジーズ）が採

択された。 

これを受けて、国は平成28（2016）年に「ＳＤＧｓ実施指針」を決定した。この指針では、人

口減少などの課題解決のためにＳＤＧｓを原動力とした地方創生を推進することが、地方自治体

の役割として期待されている。 

本市においても、地方創生の推進に向けて、本計画にＳＤＧｓの要素を反映して分野横断的に

取り組むとともに、ＳＤＧｓを介した官民連携による地域課題の解決を一層推進させることが必

要である。 

 

 
【ＳＤＧｓにおける 17のゴール（目標）】 
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２ 南魚沼市と自転車               

２－１ 本市の概要 
本市は、新潟県南部の魚沼盆地に位置し、太平洋側と日本海側を結ぶ交通の大動脈が集中して

いる。関越自動車道や上越新幹線などの高速交通によるアクセスは大変便利で、ＪＲ上越線やほ

くほく線に加え、現在整備が進められている上越魚沼地域振興快速道路とともに交通結節点とし

ての役割を果たすとともに、物流面、人材面の新しい流れが期待されている。 

交通アクセスの利便性向上に伴い、スキー観光地として観光産業基盤の充実が進むとともに、

通勤・通学圏は、新潟市近郊はもとより関東圏にまで拡大しており、民間投資や企業の立地・ 

集積が進んでいる。 

また、地域ブランドとして全国的に高い評価を受けている南魚沼産コシヒカリを中心とした農

林業の振興、新たな起業への支援と優良企業の誘致をさらに進め、若者が定住し安心して働ける

まちづくりを行っている。 

四季折々の彩り豊かな自然景観と自然環境に恵まれた山紫水明の地として、グリーンシーズン

は、坂戸山や八海山、巻機山などへの登山をはじめ、屋外スポーツやレクリエーションが盛んで

あり、ウインターシーズンは、スキー、スノーボードや温泉などへの観光客で賑わう。 

また、四季を通して産業観光や豊かな食文化を求めて訪れる観光客が多く、地域資源を生かし

た多彩な交流の拡大により、一層の発展、飛躍が期待されている。 

 

 

２－２ 本市の現状 
本市の人口は、平成７（1995）年の 66,118人をピークに人口が減少し、平成 27（2015）年には

58,568人となった。また、少子高齢化も進んでおり、総人口に占める 65歳以上人口の割合は

29.2％となっている。 

人口の分布は、六日町、浦佐、塩沢の鉄道駅周辺が多くなっているが、市域の広い範囲に小規

模の集落が点在しており、中心部から離れた地域で生活している人も多くみられる。 

交通では、通勤、通学、買物などの交通手段として自動車の利用がおよそ８割を占める一方

で、 自転車の利用は１割に満たない状況であり、日常的に自動車の利用に依存しているといえ

る。 

観光面においても、市内周遊や点在する観光資源と鉄道駅を繋ぐ公共交通が少なく、自動車で

移動する観光客の割合が高い状況である。 

また、当市では自転車に関するイベントを官民連携で継続的に実施しているが、１年間にサイ

クリングを実施した人は１割に満たず、市民の自転車に関する関心は依然として低い状況である

といえる。 
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【年次別年齢区分別人口】 
 

資料：国勢調査（1980～2015 年）、社人研推計値（2020～2040 年） 

※2000年以前は旧六日町・旧大和町・旧塩沢町の合計 

※年齢不詳を含まない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14,235 14,296 13,390 11,853 10,549 9,235 8,348 7,371 6,780 6,112 5,526 4,968 4,489 

40,515 40,866 40,982 
40,763 

40,011 
38,369 

37,091 
34,066

30,300 27,630
25,504 

23,514 
21,155 

8,080 9,308 11,190 13,489 
14,919 

15,699 
16,040 

17,131

18,516

18,768
18,330 17,697 17,206 

62,830 
64,472 65,566 66,118 65,492 

63,329 
61,624 

58,568 

55,596 

52,510 

49,360 

46,179 

42,850 

12.9% 14.4%

17.1%

20.4%
22.8%

24.8% 26.0%
29.2%

33.3%
35.7%

37.1% 38.3%
40.2%

64.5% 63.4% 62.5% 61.7% 61.1% 60.6% 60.2%
58.2%

54.5%
52.6% 51.7% 50.9% 49.4%

22.7% 22.2%
20.4%

17.9%
16.1% 14.6% 13.5% 12.6% 12.2% 11.6% 11.2% 10.8% 10.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

65歳以上 15歳以上65歳未満 15歳未満

65歳以上 15歳以上65歳未満 15歳未満（人）

将来推計

8.1%

6.2%

1.8%

1.6%

78.8%

0.0%

1.0%

5.3%

0.3%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩だけ

鉄道・電車

乗合バス

勤め先・学校のバス

自家用車

ハイヤー・タクシー

オートバイ

自転車

その他

不詳

n=29,032 

MA=29,990

・南魚沼市に在住する通勤・通学者の利用交通

手段は、自家用車が 78.8%と最も多く、２番

目に多い徒歩だけが 8.1%と大きく差が開い

ている。このことから南魚沼市に住むほとん

どの人が自家用車で移動しているという状況

が把握できる。 

・公共交通については鉄道・電車が 6.2%、 

乗合バスは 1.8%と低くなっている。 

【通勤・通学の利用交通手段（南魚沼市在

住）】 資料：国勢調査（H22） n：回答者数、MA：複数回答数 

 

 

・年齢３区分別人口割合は、年少人口（０～14歳）と生産年齢人口（15～64歳）は減少を続けてお

り、一方で老年人口（65歳以上）は増加を続けている。 

・国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の「日本の地域別将来推計人口」によると、このまま

推移した場合、2040年には本市の総人口は約 1.6万人減少し、高齢化率は 40%に達することが予

測されている。 



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・南魚沼市に在住する人の買い物（日用品や食料品）での移動は、近くの都市拠点（六日町駅周辺、

浦佐駅周辺、塩沢駅周辺）や地域拠点（石打駅周辺、五日町駅周辺）に向かう移動が多く、各集落

から市街地に移動して買い物をしている状況が見られる。 

・また、市の北部に位置する浦佐地区、東地区、薮神地区、大崎地区では魚沼市方面に向かう移動も

見られる。 

【買い物（日用品や食料品）の回数】 

資料：市民アンケート（R1） n：回答者数  

【買い物（日用品や食料品）の交通手段】 

資料：市民アンケート（R1） n：回答者数、MA：複数回答数 

11.2%

32.4%

35.9%

10.4%

1.3%

5.2%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

週に５回以上

週に３～４回

週に１～２回

月に数回

年に数回

していない

無回答 n=1331

1.4%

0.4%

2.4%

1.9%

8.4%

1.9%

84.9%

1.9%

6.6%

10.3%

1.3%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%100%

ＪＲ上越線

北越急行ほくほく線

路線バス

市民バス

家族等による送迎

タクシー

自家用車

原付・バイク

自転車

徒歩

その他

無回答

n=1214
MA=1486

・南魚沼市における自動車保有数は 2008年からほぼ横ばいで、およそ５万台で推移している。 

・保有車種は軽自動車の比率が高く、全体の数の約半数が軽自動車となっている。 

また、全体に占める軽自動車割合は年々微増しており、乗用小型車などに減少が見られる。 

【自動車保有車両数の推移（南魚沼市）】 

資料：新潟県統計年鑑 

50,124 49,924 49,952 50,013 49,881 50,229 50,509 51,093 50,286 50,428

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

貨物普通車 小型車・被けん引車 乗合用 乗用普通車

乗用小型車 特殊車 小型二輪車 軽自動車（台）
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・南魚沼市における事故発生状況は交差点における事故が最も多くなっているが、高齢者が関与

する事故も多く、2016年～2018年の３年間それぞれ 40件を超えている。 

・前項より 2018年の交通事故発生件数は 99件であることから、2018年に発生した交通事故の

半数近くは高齢者が関与した事故となっている。 

・自転車事故は、減少傾向にある。 

【特定事故発生状況の推移（３か年）（南魚沼市）】 

資料：新潟県警察 

0 10 20 30 40 50 60 70

飲酒事故

高校生事故

カーブ事故

歩行者事故

自転車事故

こども事故

二輪車事故

若者事故

高齢者事故

交差点事故

平成28年（2016年） 件数（件） 平成29年（2017年） 件数（件）

平成30年（2018年） 件数（件）

（件）

・南魚沼市における交通事故は減少傾向にあり、2009年は 243件であったのに対し、2018年は

99件と半数以下まで減少している。 

・2018年の負傷者数は 119人、死者は３人となっている。 

【事故発生状況の推移（南魚沼市）】 

資料：新潟県警察 

243

192 194

216

210

146
122 116 115 99

319

236 250

256

241

171
147 139 141

119

4 4

5

2

6

2

4

5

2

3

0

1

2

3

4

5

6

7

0

50

100

150

200

250

300

350

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

死

者

数

発

生

件

数

・

負

傷

者

数

発生件数（件） 負傷者数（人） 死者数（人）
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【１年間に実施したスポーツ（南魚沼市）】 

資料：市民アンケート（H28）n：回答者数、MA：複数回答数 

n＝917 

MA=1198 

・ウォーキングやジョギング、筋トレなど、１人で取り組めるスポーツの実施率が高い。 

・また、登山やウインタースポーツなど、屋外スポーツの実施率も高い状況である。 
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２－３ 本市の自転車活用推進により期待される効果 
 自転車は環境にやさしい交通手段であるだけでなく、サイクリングを通した健康づくりやレク

リエーション等の余暇の充実、友人や家族、地域におけるコミュニケーションを広げるツールと

して、老若男女が生活の中に取り入れられる乗り物である。 

本市においても、サイクルスポーツの振興による健康長寿社会の実現と、サイクルツーリズム

の推進による交流人口の拡大に加え、自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成によ

り、安心安全な住みやすいまちづくりが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【自転車を軸としたまちづくりのイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

・幅広い世代の交通手段の確保 

・自転車や人にやさしい道路整備 

・災害時の移動手段の担保 

・ルールやマナーの向上 

・心身の健康づくり、余暇の充実 

・生活習慣病の予防 

・健康寿命の延伸 

・自転車を通じた新たな交流 

・観光客の移動手段の確保 

・新たな視点での観光商品開発 

・点在する地域資源の回遊 

・広域連携、企業間連携 

・環境への負担軽減 

・環境保全への意識啓発 

・自転車を活用した自然体験、教育 
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２－４ 本市における課題 
前述のように自転車を活用したまちづくりには様々な効果が考えられる一方、その推進に際し

て、本市においては次に示すような課題が見受けられる。 

 

課題 1 自動車利用への依存 

生活における交通手段が自動車の利用に偏ることにより、生活習慣病の増加や体力の低下と 

いった利用者の健康への影響に加え、環境への負荷の増大、化石燃料への依存といった問題があ

る。 

本市では、通勤、通学、買物などの交通手段として自動車の利用率が高く、日常的な自転車の

利用機会が少ない状況にある。 

また、今後さらなる高齢化が見込まれるなか、免許証返納者も増加していくことが想定され、

交通手段の確保が課題となっている。年齢を重ねた時の歩ける身体づくりに資するためにも、健

康に関する市民の理解力を高め、手軽に利用できる自転車を取り入れた運動習慣者の割合を増加

させる必要がある。 

 

課題２ 自転車の受入環境 

自転車の活用が可能な豊富な地域資源がある一方、そうした資源を活かすために必要となる基本

的な自転車の受入体制の整備が不十分な状況にある。 

自転車に乗りやすい環境づくりには、自転車で通勤しやすい環境整備や、必要となる駐輪場整備

などのハード面に加え、サイクリストの受入体制や、自転車利用の視点によるコンテンツの磨き上

げや魅力づくりなどソフト面の取組が不十分なため、これらを包括しバランスの取れた総合的な  

サイクリング環境の整備が課題となっている。 

 

課題３ 安全性の担保 

自動車利用の多い本市では、自転車通行を想定した道路整備が行き届いていないため、安全安心

な走行環境の提供が不十分な状況にある。 

また、自動車、自転車、歩行者等のそれぞれの立場における交通ルールやマナーの啓発が行き届

いていないため、障害者を含めた多様で幅広い年齢層が快適に自転車を利用できる安全教育や環境

創出の工夫などソフト面での安全対策も必要である。 
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３ 基本目標                   

 

 本計画では、本市の現状と課題に対応するため、自転車の活用と推進に向けた基本目標を次の

とおり定める。 

 

目標１ サイクルスポーツの振興による健康長寿社会の実現 

日常生活での自転車の役割やスポーツにおける自転車利用の拡大を推進し、心身の健康づくり

や、健康寿命の延伸等を目指す。 

 また、幅広い年齢層の人が生涯スポーツとして自転車を楽しめるよう、利用機会を創出し、 

運動習慣化を目指す。 

 

 

目標２ サイクルツーリズムの推進による交流人口の拡大 

 自転車で地域を巡り、沿線の魅力を楽しむ体験型、交流型旅行の促進や、各種自転車関連イベ

ントの開催等を通じた観光地域づくりを推進し、自転車を活用した地域の活性化を目指す。 

また、サイクリスト受入のための環境整備や情報発信による交流人口の拡大を目指す。 

 

 

目標３ 自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成  

高齢者をはじめ幅広い年齢層の交通手段として、地域の公共交通や自転車のベストミックスを

目指し、過度に自動車に依存しない人と環境にやさしい交通体系への転換を図る。 

また、誰もが安心して快適に自転車を利用できる環境づくりを行うことで良好な都市環境の形

成を目指す。 
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４ 目標達成のための具体施策            

４－１ 自転車活用の推進に必要な基盤づくり 
自転車活用の推進を継続して行うためには、関係機関と調整を図るとともに、計画に沿って主

体的に事業を進める組織の設立や、関連する民間団体及び事業者等の活動支援など、基盤づくり

を進める必要がある。 

取組１ 官民連携組織の設立 

本市では、行政、民間団体、事業者、市民の力を集結し、自転車を軸にスポーツの力と地域資

源の活用による地域活性化に挑戦する官民連携組織として、「ＲＩＤＥ ＯＮ 南魚沼プロジェクト

実行委員会」が令和元年（2019）10月に設立された。 

実行委員会において本計画の推進及び進捗状況の管理を行うものとする。 

 

 

 

 

取組２ 広域連携組織の設立 

自転車活用の推進を効果的かつ効率的に進めるためには、国が取り組むナショナルサイクルル

ートの指定も視野に、魚沼地域に点在する地域資源を自転車で結ぶモデルルートの形成や、官民

連携による地域全体でのプロモーション活動など、広域連携によるスケールメリットを活かした

自転車施策の展開が必要となる。 

そのため、「魚沼地域定住自立圏」の構成市町である湯沢町、南魚沼市及び魚沼市をはじめ、道

路管理者や自転車に関連する市民団体等で構成する広域連携組織として、「湯沢町・南魚沼市・魚

沼市連携自転車活用推進協議会」を令和３年（2021）３月に設立し、２市１町の範囲をもって連

携しながら 自転車施策を推進することとした。 

また、平成 30年（2018）に本市が加盟した全国組織、「自転車活用推進したまちづくりを推進

する全国市区町村長の会」との連携も継続し、積極的な情報交換を行う。 

 

 

 

【ＲＩＤＥ ＯＮ 南魚沼プロジェクトのＰＲロゴ】 

【設立総会の様子】 

左から湯沢町長、南魚沼市長、魚沼市長 
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【全国的なモデルルートの取組】 

 資料：国土交通省 

新潟県を含め、 

北海道を除く 

北日本での取組

が遅れている。 
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取組３ 民間団体及び事業者等の活動支援 

 本市には、長年地域の自転車普及促進活動や関連イベントの運営や協力を行っている「南魚沼

市サイクリング協会」をはじめ、食と自転車の連携によるイベント（グルメライド）の開催や、

プロのロードレース誘致など自転車を活用した地域活性化に取り組む「南魚沼サイクルフェスタ

実行委員会」等の民間団体がある。 

 八海山麓サイクリングターミナルでは、市内外から有志が集まり、スキー場を活用したマウン

テンバイクコース「八海山麓ＭＴＢＰＡＲＫ」の制作、管理及びイベント開催等の取組を行って

いる。 

 近年では、全国的に観光面における自転車の活用（サイクルツーリズム）も注目されており、

市内でも電動自転車の貸出や自転車を利用したツアー等を行う事業者が現れている。 

 また、自転車店や総合型地域スポーツクラブによる教室やイベント等の取組も実施されてい

る。 

 本市では、このような民間団体や事業者の活動を支援するとともに、本計画での位置付けや役

割を明らかにしながら、継続的な自転車活用の推進を図る必要がある。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【南魚沼市サイクリング協会】 【南魚沼サイクルフェスタ】 

【八海山麓ＭＴＢＰＡＲＫ】 【サイクルツーリズムの取組】 

【新潟県自転車軽自動車商協同組合】 【総合型地域スポーツクラブ】 
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４－２ 自転車に優しいまちづくり 
本市は四季を通じて豊かな自然環境や産業観光資源に恵まれており、自転車への活用が可能な

豊富な地域資源がある一方、基本的な受入体制や地域理解が進んでいないことから、それらの資

源を十分生かしきれていない。関係機関や民間団体と連携して日常的な自転車利用の利便性の向

上を図り、身近で手軽に自転車を利用できる環境整備を計画的に進めながら、自転車に優しいま

ちづくりと地域資源を活用したサイクルツーリズムを構築する。 

また、市民や事業者が自転車と関わる機会を増加させるため、安全・快適な自転車利用につい

て情報発信や広報活動を実施する。 

取組１ サイクルステーションの整備 

公共施設や民間のコンビニエンスストア、飲食店、宿泊施設等と連携し、自転車に乗る市民や

観光客にとって快適な環境づくりを目指す。 

本市では、令和２年（2020）からサイクルステーションの整備を開始し、コンビニエンススト

ア等を中心に市内３０か所に設置が完了している。 

サイクルステーションでは、自転車利用者へ駐輪スペース、トイレ、空気入れの貸出を行って

いる。今後は飲食店や宿泊施設等と連携し、設置箇所の拡充や施設への持込方法等を検討する。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【サイクルステーションの設置】 

【ＷＥＢサイトへの情報掲載】 

【旅館内への持込（先進地事例）】 
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取組２ レンタサイクルの普及 

本市では、観光向けレンタサイクルの取組が観光事業者によって進められており、鉄道駅や宿

泊施設からの二次交通としての役割を担っている。 

今後は、通勤や業務など日常生活で利用できる市民向けレンタサイクルの設置や、スポーツタ

イプの自転車やマウンテンバイクのレンタルなど、多様な利用者が様々な目的で利用できるよう

な環境整備を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

取組３ サイクリングガイド育成及びサイクリングアプリの活用 

サイクルツーリズムを推進するため、レンタサイクルの取組に合わせ、本市の魅力を自転車で

感じてもらうガイドツアーを実施する。自転車で本市の魅力を感じてもらうためには、道案内ば

かりではなく、地域の文化や歴史を語れるサイクリングガイドが必要となるため、人材の発掘や

育成を行う。 

また、少人数でのツアー開催や、１人で好きな時にサイクリング観光や散策を楽しめるよう、

先行事例などを参考にしながらサイクリングアプリの活用も検討する。 

 

 

 

 

 

 

【レンタサイクル（里山ミニクル）の取組】 

【里山サイクリング（飛騨市）】 【いばらきサイクリングサポートライダー】 

資料：茨城県 資料：現地視察 
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取組４ サイクルレスキューの体制構築 

自転車の故障などにより走行困難になった場合に、搬送や簡単な修理作業などに対応できる 

救援救護体制を自転車店や自転車関連団体、交通事業者等と連携して構築する。 

また、サイクルステーションでの、タイヤチューブや消耗品の販売等も検討する。 

 

 

 

 

 

 【サイクルレスキュータクシー】 

資料：横須賀市 

【しまなみ島走レスキュー】 

資料：ＮＰＯ法人シツーリズムしまなみ 

【観光音声メディアの取組（ＶＯＩＤＥ）】 

【サイクリングアプリの活用】 

資料：滋賀県 
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取組５ 自転車関連情報の発信及びイベントの推進 

本市では、官民連携によるスポーツ＆アクティビティー情報総合サイト「南魚沼スポーツクリエ

ーターズ」の運用を令和２年（2020）から開始した。このサイトを活用し、市内及び近隣自治体の

自転車情報や関連する食や温泉、アウトドア情報などをセットにした質の高い情報発信を行うとと

もに、ＳＮＳの活用、広報資料（ガイドマップ等）の作成、専門誌への情報掲載等に取り組み、市

民だけではなく、全国的なプロモーションを展開し、交流人口の拡大を図る。 

 また、魅力的なサイクルイベント（南魚沼サイクルフェスタ等）の継続的な開催による知名度向

上を図るとともに、自転車以外のイベントや大会との連携による新しい人の流れの創出と、地域内

の自転車活用への理解を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ウェブサイトの活用による情報発信】 

【サイクリングマップの活用による情報発信】 

【南魚沼サイクルフェスタ（グルメライド）】 

自転車と食、地域の連携 

グルメライド】 

【欠之上スノーフェスティバル】 

スキー大会とストライダー大会の連携 

グルメライド】 

【御朱印ライド】 

自転車と寺社、歴史の連携 

グルメライド】 
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４－３ 安心して自転車に乗れるまちづくり 
本市では、自転車が安全に走行できる環境が整備されておらず、交通ルールやマナーの啓発も

不十分なため、ハード、ソフト両面からの対策が必要である。点在する観光施設や地域資源を効

果的に取り込んだサイクリングコースを設定し、安全で快適な走行空間の整備に努めるととも

に、交通マナーや自転車の安全教育を推進する。 

取組１ 自転車ネットワーク計画の策定及び計画的な整備の推進 

市内に点在する観光資源や施設をつなぐ広域サイクリングルートの選定や、日常交通のネット 

ワークを構成する路線の選定など、安全で快適な自転車走行環境整備を推進するため、「南魚沼市

自転車ネットワーク計画」を本計画に位置付ける。 

自転車ネットワーク計画路線については、湯沢町・南魚沼市・魚沼市が連携して取り組む広域  

サイクリングルート（モデルルート）を骨格とし、国、県、近隣自治体等と連携した整備を進める。 

上記モデルルートについては、県内初のサイクルツーリズム推進モデルルートとして令和３年度中

の設定を予定しており、将来的には国が取り組むナショナルサイクルルートの指定を目指している。 

なお、今後は観光面に限らず、自転車の通勤通学時の利用状況なども調査した上で更新を図る。 

整備手法の具体例として、交差点など案内を必要とする箇所にサイクリングコースの路面表示や

案内看板を設置するとともに、舗装のクラック等の補修などを行うことで、安全で快適な自転車走

行環境整備を推進する。 

また、スピードの速い自動車との混在による危険区間については、地元住民や警察と協議し、  

交通規制の在り方を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【降雪地域における取組（トカプチ 400）】 

【適切な維持管理の実施（アワイチ）】 

資料：北海道 

資料：兵庫県 
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魚沼市 

南魚沼市 

湯沢町 

【湯沢町・南魚沼市・魚沼市が連携して取り組む広域サイクリングルート図】 

協議会設立 

↓ 

モデルルート 

設定 

↓ 

受入環境及び 

走行環境の整備 

↓ 

ナショナルサイ

クルルート指定 

ナショナルサイ

クルルート指定

までの流れ 

 

自転車ネットワーク計画区域 

（南魚沼市全域） 

南魚沼市自転車ネットワーク計画路線図 
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【南魚沼市自転車ネットワーク計画路線一覧 №１】 

№ ステージ名称 道路種別 路線番号 路線名

1 北魚沼ステージ その他市道 143202 雷土新田12号線

2 北魚沼ステージ 一般県道 502 大桑原芋赤線

3 北魚沼ステージ その他市道 143201 山崎新田・雷土新田線

4 北魚沼ステージ 一般国道 291 国道291号

5 北魚沼ステージ 一級市道 111004 浦佐黒土新田線

6 南魚沼ステージ 一級市道 111004 浦佐黒土新田線

7 南魚沼ステージ 一般国道 291 国道291号

8 南魚沼ステージ 一級市道 211002 西泉田東泉田線

9 南魚沼ステージ 一般県道 434 大月六日町線

10 南魚沼ステージ 一級市道 211001 上大月線

11 南魚沼ステージ 主要地方道 28 塩沢大和線

12 南魚沼ステージ 二級市道 332001 三郎丸雲洞線

13 南魚沼ステージ その他市道 343001 三郎丸小木六線

14 南魚沼ステージ 二級市道 342007 小木六古川線

15 南魚沼ステージ 一般県道 235 沢口塩沢線

16 南魚沼ステージ その他市道 343040 古川木六島線

17 南魚沼ステージ その他市道 343049 大木六徳田線

18 南魚沼ステージ 二級市道 342001 仙石中野線

19 南魚沼ステージ その他市道 343006 徳田五十嵐線

20 南魚沼ステージ 主要地方道 28 塩沢大和線

21 南魚沼ステージ その他市道 343006 徳田五十嵐線

22 南魚沼ステージ 一級市道 341003 関山姥島線

23 南魚沼ステージ 一般国道 17 国道17号

24 南魚沼ステージ その他市道 323036 関山湯沢線

25 南魚沼ステージ 一般国道 17 国道17号

26 南魚沼ステージ 二級市道 322005 関 ・関山線

27 南魚沼ステージ 主要地方道 28 塩沢大和線

28 南魚沼ステージ 一般県道 451 石打停車場塩沢線

29 南魚沼ステージ その他市道 323018 一日市2号線

30 南魚沼ステージ 一般国道 17 国道17号

31 南魚沼ステージ その他市道 323102 一日市1号線

32 南魚沼ステージ 一般国道 17 国道17号

33 南魚沼ステージ 二級市道 322001 君沢線

34 南魚沼ステージ 一般県道 451 石打停車場塩沢線

35 南魚沼ステージ 二級市道 322002 大沢君沢線
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【南魚沼市自転車ネットワーク計画路線一覧 №２】 

※その他、鉄道駅、観光施設及び商業施設等からモデルルートへのアクセス道路に 

ついて、自転車ネットワーク計画路線として整備を推進する。 

№ ステージ名称 道路種別 路線番号 路線名

36 南魚沼ステージ 一般県道 451 石打停車場塩沢線

37 南魚沼ステージ 一級市道 311001 島泉盛寺線

38 南魚沼ステージ その他市道 311009 桶渡東西線

39 南魚沼ステージ 主要地方道 82 十日町塩沢線

40 南魚沼ステージ その他市道 313227 塩沢西山北山線

41 南魚沼ステージ その他市道 313215 吉里南線

42 南魚沼ステージ 一般県道 124 余川塩沢停車場線

43 南魚沼ステージ 主要地方道 74 十日町六日町線

44 南魚沼ステージ 一般国道 253 国道253号

45 南魚沼ステージ 一般県道 521 欠ノ上五日町線

46 南魚沼ステージ 一般県道 214 城内焼野線

47 南魚沼ステージ 農道 大巻線

48 南魚沼ステージ 一般県道 234 桐沢麓五日町停車場線

49 南魚沼ステージ 二級市道 222009 五日町ターミナル線

50 南魚沼ステージ 二級市道 122012 九日町欠之下線

51 南魚沼ステージ 二級市道 122011 九日町浦佐線

52 南魚沼ステージ 一級市道 111005 芹田・北島線

53 南魚沼ステージ 主要地方道 28 塩沢大和線

54 南魚沼ステージ 一級市道 111004 浦佐黒土新田線

55 三国川ダムステージ 主要地方道 28 塩沢大和線

56 三国川ダムステージ その他市道 243047 深沢南線

57 三国川ダムステージ その他市道 243095 深沢小川線

58 三国川ダムステージ その他市道 243014 小川村下線

59 三国川ダムステージ 一級市道 241001 小川清水瀬線

60 三国川ダムステージ 一般県道 233 落合六日町線

61 三国川ダムステージ ダムサイト 三国川ダム

62 三国川ダムステージ 二級市道 242001 清水瀬落合線

63 三国川ダムステージ 一般県道 233 落合六日町線

64 三国川ダムステージ 一級市道 241002 京岡畔地線

65 三国川ダムステージ 一般県道 554 蛭窪京岡線

66 三国川ダムステージ 主要地方道 28 塩沢大和線

67 三国川ダムステージ 農道 五十沢線

68 三国川ダムステージ その他市道 243067 津久野工業団地1号線

69 三国川ダムステージ 農道 五十沢線

70 三国川ダムステージ 二級市道 242019 津久野下新田線



26 

 

取組２ 多様な自転車が楽しめるコース選定及び環境の整備 

自転車ネットワーク路線の整備に留まらず、本市の自然豊かな環境や地域文化を活かして、幅広い年

齢層の自転車利用者や多様な自転車が楽しめる地域ルートを選定し、マウンテンバイクやヒルクライム

スポット等との結びつきや情報発信を積極的に進める。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【八海山麓サイクリングターミナル】 

【八海山麓ＭＴＢＰＡＲＫ】 

マウンテンバイクスポット 

【魚沼スカイライン】 

ヒルクライムスポット 

【三国川ダム周回（国体コース）】 【まちなかサイクリング（牧之通り）】 

【水無川サイクリングロード】 
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取組３ 自転車安全教育及び利用の推進 

安全に自転車に乗るために重要となる交通ルールやマナー教育を、自転車の利用者だけではなく、

自動車のドライバーや歩行者等へも幅広く安全教育を推進する。 

自転車安全教育及び利用の推進にあたり、令和２年度から本市で実施しているランニングバイク

（ストライダー）事業と連携し、幼児から高齢者まで幅広い世代から自転車への理解と、交通安全

への意識を持っていただける取組を継続して実施する。 

また、自転車での通勤や業務利用を拡大するため、国が創設した『「自転車通勤推進企業」宣言プ

ロジェクト』等の取組も推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自転車安全利用五則】 

【幼児期からの自転車教育（市内保育園）】 【多世代参加型のイベント開催】 

資料：（一社）全日本交通安全協会・警察庁 
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【交通手段別の移動距離と所要時間の関係】 

【自転車通勤と疾患及び死亡のリスク】 

資料：自転車活用推進官民連携協議会 

資料：国土交通省 
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取組４ 自転車損害賠償保険等の加入及び点検整備の推進 

近年、自転車が加害者となる事故に関し、高額な賠償額となるケースもあることから、こうした賠償

責任を負った際の支払い原資を担保し、被害者の救済を図るため、関係事業者等の協力を得つつ、自転

車損害賠償保険等への加入推進に向けた広報啓発活動を実施する。 

また、自転車の安全利用を確保し、自転車事故の防止を図るため、日常の点検整備及び定期的な点検

整備を促進するため、市内の自転車販売店等と協力し、メンテナンス教室の開催や情報発信を実施する。 

保険加入や点検整備だけではなく、自転車乗用時のヘルメット着用についても併せて推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自転車損害賠償保険等への加入義務化】 

資料：埼玉県 

【ヘルメット着用に関するグラフ】 
資料：警察庁 

【赤色ＴＳマークの取組】 

資料：（公財）日本交通管理技術協会 
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５ 計画目標の達成状況の評価            

５－１ 計画の推進体制 

（１）実施主体と役割 

本計画の推進にあたっては、本市の目指すべき将来イメージを共有し、行政、民間団体、 

事業者、市民等が連携し、計画目標の達成に向けそれぞれの役割を確認しながら継続的に取組

を進めることが重要である。 

 

 

 

 

（２）計画の推進と管理体制 

本計画の推進及び進捗状況の管理は、「ＲＩＤＥ ＯＮ 南魚沼プロジェクト実行委員会」が  

行う。 

 また、計画の進捗状況や今後の取組については、スポーツ情報総合サイトや、市ウェブサイ 

ト、広報誌、ＳＮＳ等を活用し、情報発信に努める。 

  

主 体 基本的な役割 

行 政 

自転車活用の推進に関する総合的な施策を策定し、実施する。 

地域の関係者や事業者等との連携を図りながら、自転車活用に関する先導

的な取組を推進する。 

関係者との連絡調整と市民への情報発信に努め、本計画を総合調整する。 

 

民間団体 

事業者等 

行政等と連携しながら、民間団体や事業者等が有するノウハウやマンパワ

ーを最大限に発揮して、主体的に自転車活用の推進に取り組む。 

事業活動における積極的な自転車活用や、従業員への安全教育や自転車 

保険の加入推進に取り組む。 

 

市 民 

自転車関連法令を守り、家庭や地域等において自転車の安全かつ適正な利

用に取り組む。 

行政や民間団体等が実施する自転車活用の推進に関するイベントや教室等

へ参加・協力する。 
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５－２ 今後のスケジュール 
●検討 ○実施 →継続 

基本目標 具体施策 主な取組 
スケジュール（年度） 

2021 2022 2023 2024 2025 

１ サイク

ルスポーツ

の振興によ

る健康長寿

社会の実現 

１ 自転車活

用の推進に

必要な基盤

づくり 

１ 官民連携組織の設立 → → → → → 

２ 広域連携組織の設立 ○ → → → → 

３ 民間団体及び事業者の活

動支援 
→ → → → → 

２ サイク

ルツーリズ

ムの推進に

よる交流人

口の拡大 

２ 自転車に

優しいまち

づくり 

１ サイクルステーションの

整備 
→ → → → → 

２ レンタサイクルの普及 ○ → → → → 

３ サイクリングガイド育成 

及びサイクリングアプリの 

活用 

● ○ → → → 

４ サイクルレスキューの体

制構築 
● ○ → → → 

５ 自転車関連情報の発信及

びイベントの開催 
→ → → → → 

３ 自転車

交通の役割

拡大による

良好な都市

環境の形成 

３ 安心して

自転車に乗

れるまちづ

くり 

１自転車ネットワーク計画の

策定及び計画的な整備の推進 
● ○ → → → 

２ 多様な自転車が楽しめる 

コース選定及び環境の整備 
○ → → → → 

３ 自転車安全教育及び利用

の推進 
→ → → → → 

４ 自転車損害賠償保険等の

加入及び点検整備の推進 
○ → → → → 

 

※各取組については、基本目標や具体施策を制限するものではなく、課題に対し広い視野で進める。 
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５－３ ＰＤＣＡサイクルによる評価・検証 
計画で掲げた目標（Ｐｌａｎ）を確実に達成するため、継続的に取り組む（Ｄｏ）ととも

に、その取組結果を把握・評価（Ｃｈｅｃｋ）、問題点があれば見直しを行い（Ａｃｔ）、新た

な取組の計画を立てる（Ｐｌａｎ）という、いわゆるＰＤＣＡサイクルにより事業を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画及び施策・事業の実施・見直しサイクルイメージ】 

 

 

５－４ 目標指標（ＫＰＩ） 
 目標の達成状況を可視化するため、定量的な指標を定める。 

 本指標については、毎年度フォローアップを行い、結果や社会情勢を踏まえ、必要な施策や 

措置について議論するための判断材料とする。 

 

指標名 
Ｒ１現在値 

（2019年度） 

Ｒ６目標値 

（2024年度） 
備 考 

自転車関連イベントの 

参加者数 
1,370人 3,400人 

第２次南魚沼市総合計画 

後期基本計画指標 

市民一人当たり指定管理

施設の利用回数 
5.31回 5.38回 

観光入込客数 3,259,430人 4,000,000人 

 

Plan

Do

Check

Act

実施計画立案・最適化

PLAN（計画）

計画的な施策の実施

DO（実行）

目標に対する達成度の評価

CHECK（評価）

改善策の検討

ACT（改善）


